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●企業リレー　●活動レポート 令和７年７月末～10月中旬

 企業リレー［　　　　　］毎号表紙を飾っていただくの
は各企業の社員さんです。

豊
か
な
栗
原
市
の
創
造
を
め
ざ
し
て

　
株
式
会
社
田
中
測
量
設
計
は
、
栗
原
市
金
成
に
て
１
９
７
９
年
12
月
創

業
、
１
９
８
５
年
２
月
に
現
在
の
組
織
変
更
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
基
本
的
な
業
務
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
測
量

及
び
設
計
、
民
間
企
業
の
開
発
等
の
計
画
、
各
種
工
事
の
施
工
管
理
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
測
量
設
計
を
通
じ
て
、
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
の
皆

様
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
等
の
有
事
の
際
に
は
、
い
ち
早
く
復
旧
・
復
興
で
き
る
よ

う
迅
速
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
、
弊
社
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　
企
業
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
、
次
の
5
つ
の
企
業
理
念
を
基
本
と
し
、

業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

１
．
技
術
力
向
上
…
技
術
力
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
客

　
　
　
　
　
　
　
　
様
へ
提
供
し
ま
す
。

２
．
品 

質 

確 

保
…
品
質
目
標
を
定
め
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
の
有
効
性
を
評
価
し
ま
す
。

３
．
法 

令 

順 

守
…
法
令
を
遵
守
し
、
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

４
．
省 

資 

源 

化
…
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
及
び
改
善
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

５
．
循
環
型
社
会
…
３
Ｒ
の
取
組
み
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
測
量
設
計
業
務
は
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
い
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
特
殊
な
作
業
で
、
ど
う
い
っ

た
内
容
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
と
い
う
お
話
を
耳
に

す
る
機
会
が
多
々
御
座
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
我
々
測
量
設
計
業
に
携
わ
っ
て
い
る
企
業
の
説
明
不
足
、
ア

ピ
ー
ル
不
足
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
が
若
手
技
術
者
の
減

少
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
様
々
な
機
会
に
積
極
的

な
ア
ピ
ー
ル
を
し
、
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
改
善
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
測
量
設
計
業
は
、
現
地
で
測
量
を
行
い
、
そ
の
測
量
成
果
を
使
用
し
て

設
計
を
行
い
、
そ
の
設
計
図
を
基
に
現
地
に
道
路
や
水
路
等
が
作
ら
れ
、

長
年
に
渡
っ
て
地
域
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
け
る
と
い
う
非
常
に
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
測
量
設
計
業
務
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
日
々
精
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
株
式
会
社
田
中
測
量
設

計
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社 

田
中
測
量
設
計代

表
取
締
役
　
田
　
中
　
智
　
巳

Photo：中央　田中 智巳 社長

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
を！

法
人
会
か
ら
の
提
言
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Ⅰ 

税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

１
．財
政
健
全
化
に
向
け
て

　
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
本
格

的
な
歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。 

歳
入
で
は
安
易
に
税
の
自

然
増
収
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、 

ま
た
歳
出

に
つ
い
て
は
聖
域
を
設
け
ず
、 

分
野
別
の
具
体

的
な
削
減
の
方
策
と
工
程
表
を
明
示
し
た
上
で

着
実
に
改
革
を
実
行
し
、 

我
が
国
財
政
の
持
続

可
能
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

特
に

今
後
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
新
た
な
感
染
症

の
拡
大
等
、
有
事
の
際
に
は
膨
大
な
財
政
需
要

が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た

事
態
が
起
き
た
場
合
で
も
、 

機
動
的
な
財
政
出

動
を
可
能
に
す
る
た
め
に
財
政
健
全
化
は
必
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

２
．社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

　
中
小
企
業
は
物
価
高
騰
の
中
で
物
価
上
昇
を

上
回
る
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ
、
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
昨
年
10
月
か
ら
社

会
保
険
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
が
、
賃
金

要
件
は
3
年
以
内
に
、 

企
業
規
模
要
件
も
10
年

か
け
て
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

中
小
企

業
の
社
会
保
険
料
負
担
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

事
業
主
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
制
し
つ

つ
、
女
性
の
就
労
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

配
偶
者
控
除
や
第
3
号
被
保
険
者
制
度
の
問
題

を
含
め
、
税
と
社
会
保
障
を
一
括
し
て
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅱ 

経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

１
．中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

　
中
小
企
業
は
地
域
経
済
の
重
要
な
担
い
手
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
の
礎
で
も
あ

る
。 

中
小
・
零
細
企
業
は
企
業
全
体
の
9
割
以

上
、
国
内
雇
用
の
7
割
を
占
め
る
大
き
な
存
在

で
あ
る
。 

そ
う
し
た
企
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て

存
続
し
、
存
在
感
を
発
揮
し
続
け
る
た
め
に

は
、 

中
小
企
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
１
）中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特

例
15
％
の
本
則
化
、 

適
用
所
得
金
額
の
引

上
げ

（
２
）「中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」、 「
少
額
減
価

償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
の
特

例
措
置
」の
拡
充
、 

本
則
化

（
３
）償
却
資
産
に
対
す
る
課
税
の
見
直
し

（
４
）中
小
企
業
の
事
務
負
担
軽
減 

等

２
．事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　

我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業

は
、 

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
受
け
皿
な

ど
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
小
企
業

経
営
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
中
で
、 

中
小

企
業
が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
っ
て
次
世
代
に

円
滑
な
事
業
の
承
継
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
う

し
た
企
業
が
保
有
す
る
独
自
の
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
が
失
わ
れ
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
経
済
・
社

会
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

（
１
）事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た

本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

（
２
）取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
の
見
直
し

（
３
）相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
充

実

３
．消
費
税
へ
の
対
応

　
政
府
は
軽
減
税
率
制
度
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
、
国
民
や
事
業
者
へ
の
影
響
の
ほ
か
、

低
所
得
者
対
策
の
効
果
等
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
り
、
問
題
が
あ
れ
ば
廃
止
を
含
め
て
制
度
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

（
１
）免
税
事
業
者
等
か
ら
の
課
税
仕
入
れ
に
係

る
経
過
措
置（
80
％
控
除
可
能
）の
延
長

（
2
）小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
納
税
額
に
係
る

負
担
軽
減
措
置（
2
割
特
例
）の
延
長 

等

　
中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
全
国
約
70
万
社
の
会
員
企
業
で
構
成
さ
れ
る“
経
営
者
の
団

体
”「（
公
財
）全
国
法
人
会
総
連
合
」は
、「
令
和
8
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」を
ま
と

め
ま
し
た
。 

参
院
選
に
向
け
た
物
価
高
対
策
の
公
約
と
し
て
、「
消
費
税
減
税
」が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
の
財
源
に
充
て
る
消
費
税
の
減
税
は
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
っ
て
社
会
保
障
給
付
に
対
す
る
財
政
需
要
が
高
ま
っ
て
い
く
中
で
、
物
価
高
対

策
と
し
て
適
切
な
政
策
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
消
費
税
減
税
の
代
わ
り
に
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
社
会
保
険
料
が
高
く
な
れ
ば
、 
企
業
負
担
だ
け
で
な
く
、
現
役
世
代
の
負
担

も
重
く
な
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
点
か
ら
も
与
野
党
で
税
と
社
会
保
障
を
一
体
的
に
改
革
し
、

国
民
負
担
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
世
界

経
済
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は
今
後
、 
本
格
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
日
本
に
与

え
る
打
撃
に
も
細
心
の
注
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
地
域
経
済
と
雇
用
の
担

い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の
経
営
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
税
財
政
上
の
き
め
細
か

な
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

令
和
8
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言（
概
要
）

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
を
！

法
人
会
か
ら
の
提
言

＋23.1兆円

1990年度と2025年度における
国の一般会計歳入・歳出の比較

1990年度
66.2兆円

2025年度
115.2兆円

歳　入

歳　出

＋26.7兆円

1990年度
66.2兆円

2025年度
115.2兆円

＋4.8兆円 ＋3.6兆円 ＋13.9兆円

＋25.9兆円 ＋23.1兆円

社会保障
38.3兆円

地方交付税
交付金等
１8.9兆円

国債費
（過去の借金の返済と利息）
28.2兆円

公共事業、教育、
防衛など
25.1兆円

社会保障
11.6兆円

地方交付税
交付金等
１5.3兆円

国債費
（過去の借金の
  返済と利息）
14.3兆円

（注）当初予算ベース　財務省資料から引用

税収などの収入　60.6兆円
※税収：58.0兆円

税収などの収入　86.6兆円
※税収：77.8兆円

公債金（借金）
28.6兆円

＋49.0兆円

公共事業、教育、
防衛など
29.8兆円

公債金（借金）
5.6兆円
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就
任
の
ご
挨
拶

築
館
税
務
署
長  

荻
野
隆
雄

令
和
７
年
７
月
10
日
付

税を考える週間
11月11日㈫～17日㈪

栗原法人会は会社経営の効率化のために、簡単・便利
なe-Taxとキャッシュレス納付「ダイレクト納付」の普及、
拡大を推進しています。

テーマ「これからの社会に向かって」 国税庁https://www.nta.go.jp

公益社団法人 栗原法人会

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
築
館
税
務
署
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
荻
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
関
東
信
越
国
税
局
営
繕
監
理
官
か
ら
転
任
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
東
北
で
の
勤
務
は
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま
す
が
、

栗
駒
山
を
背
景
に
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
と
地
域
特

有
の
歴
史
と
伝
統
が
現
代
に
伝
承
さ
れ
た
魅
力
あ
る
栗

原
の
地
で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
白
鳥
会
長
を
は
じ
め
栗
原
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
募
集
や

「
租
税
教
室
」へ
の
講
師
派
遣
、
さ
ら
に
は
栗
原
法
人
会

独
自
の
取
組
と
な
る「
高
校
生
の
税
の
写
真
展
」の
開
催

な
ど
、
日
本
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
租
税
教
育

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
税
務
署
に
お
い
て
は
、
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

更
な
る
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
法
人
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
民
間
団
体
の
皆
様
や
関
係
省
庁
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
の
利
用
推
進
等
に
加
え
、
事
業
者
の
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
促
す
施
策
に
も
取
り
組
み
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ

推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
本
年
は
、
納
付
の
機
会
が
多
い
源

泉
所
得
税
の
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
及
び
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
、
署
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
、
日
常
使
い
慣
れ
た
ツ
ー
ル
か
ら
、
簡

単
・
便
利
に
手
続
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
税
に
関
す
る
国
民
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
税
務
行
政

を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
法
人
会
の
皆
様

の
お
力
添
え
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
栗
原
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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2025.11

財政健全化のための健康経営プロジェクト
「健康経営宣言書」の提出をお願いします！
詳しくはWEBで！

2025.11月号

栗原法人会の活動レポート ❖❖❖ 令和７年７月末から10月中旬

税理士会・法人会との懇談会
場所：栗原市築館「満てん」
事項：宮城県に対する行財政改革と税
　　　制改正要望事項の取りまとめ
参加者数：13名

7/31
Tｈu

第12回法人会杯市民健康パークゴルフ大会
場所：栗原市一迫「小田ダム湖畔パークゴルフ場」
参加者数：57名（内一般54名）

（男子）優勝：星　晴陸（志波姫）
　　準優勝：堀江達夫（志波姫）
　　　３位：佐藤孝記（一迫）
　　　４位：伊東秀吉（一迫）
　　　５位：千葉三好（一迫）

（女子）優勝：福地峰子（一迫）
　　準優勝：小野寺さだみ（若柳）
　　　３位：千葉幸子（一迫）
　　　４位：大内勝枝（鶯沢）
　　　５位：菅原とみ子（一迫）

9/20
Sat

第１回エンジョイゴルフ大会
場所：岩手県一関市「一関カントリークラブ」
優勝：菅原武 氏（Lounge the One）
準優勝・ベスグロ：
　　　鈴木章広 氏（株式会社築館看板）
参加者数：19名（内一般１名）

9/11
Tｈu

租税教室「私たちの生活と年金」
場所：栗原市若柳「下町コミュニティセンター（一般）」
講師：青年部会　佐藤 孝 部会長
　　　他１名
参加者数：23名（内一般21名）

8/12
Tue

第37回会員親睦ゴルフ大会
場所：岩手県一関市「一関カントリークラブ」
参加者数：30名
優勝：山崎豊和 氏（税理士法人くりはら中央会計）
準優勝：髙橋和広 氏（有限会社日栄興業）
第３位・ベスグロ：
　　　　菅原武 氏（Lounge the One）

9/24
Wed

経営セミナー
場所：栗原市築館「市民活動支援センター」
演題：「若手経営者のためのビジネスマナー」
講師：フリーアナウンサー　安東理紗 氏
参加者数：20名（内一般１名）

9/12
Fr i

市民公開講座②「陶芸教室」
場所：栗原市志波姫「志波姫公民館」
講師：座主窯　工藤修二 氏
参加者数：19名（内一般６名）

8/30
Sat

第２回くりはらレクリエーション
大会（モルック）
場所：栗原市築館「築館多目的競技場」
参加者数：63名（内一般18名）

9/27
Sat

第19回法人会全国女性フォーラム
（北海道大会）
場所：北海道札幌市「札幌パークホテル」
参加者数：４名

9/18
Tｈu

租税教室「私たちのくらしと税金」
場所：栗原市栗駒「栗駒小学校６年生」
講師：青年部会　髙橋正徳 幹事
　　　他２名
参加児童数：42名

9/1
Mon

第９回高校生の「税」の写真展開催
日時：９月19日(金)～９月30日（火）
場所：栗原市築館「市民活動支援センター」

※審査会：左４番目から（法人会会長、栗原市長、税務署長、租推協会長）

　租税教育推進の一
環として開催し、多
くの方にご来場頂き、
審査にご協力を頂き
ました。
　審査発表を兼ねて
11月１日～17日ま
でイオンスーパーセ
ンター栗原志波姫店
に作品を展示します。

日時：10月１日(水)～10月14日（火）
場所：栗原市築館「栗原市役所本庁舎１階ロビー」

テーマ：「私たちの暮らしの中の税」　応募数：12作品




